
おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ指摘事項に係る対応状況（令和６年度末）  

 

No 
指摘 

年度 
機能 指摘内容 

予定した対応 

予算措置など 

実際に行った対応 

今後の方針など 

対応 

年月 

1 R5 

 

拠点 

ＵＭＥＣＯアクティブサロン

等について、さらに様々な分

野の団体の参画を促進すべ

き。 

定常的に開催している団体のほか、空き

のある期間に展示の勧誘を行う。 

年度当初に計画を策定し、展示時期が重

なった団体には、時期の変更をお願いし

調整した。 

空き期間への展示勧誘については、定常

的に展示を行っている団体以外に対して

周知・勧誘を行った。 

年間 

2 R5 

 

拠点 

ＵＭＥＣＯ独自の企画（地域

や事業者との連携など）やホ

ワイエの有効活用をご検討す

べき。 

市民活動の発表の場と位置付けており、

原則事業者は対象としていないが、学校

等とは連携していく。 

ホワイエを利用し、神奈川県立支援学校

や、地域安全課等の啓発展示を行った。 
年間 

3 R5 

 

拠点 

登録団体減少や目標値未達等

の課題があるため、団体向け

にアンケートを行い、さらに

利用しやすい場を目指すべ

き。 

登録団体が抱える課題を把

握、分析し、解決に資する講

座等を実施すべき。 

また、他主体の連携をコーデ

ィネートする必要性から、各

主体のニーズを把握し、情報

収集や関係づくりに努めるべ

き。 

 

高齢化による後継者不足等を踏まえ、登

録方法（更新を含め）の簡略化、若者の

活動促進等を進める。 

登録団体が抱える課題の把握について

は、ホームページ等を活用した情報収集、

分析を行い、中間支援組織として、課題

解決に向けた事業展開を目指す。 

また、パートナーシップミーティング等

を通じて多様な主体のニーズの把握と、

各主体との連携に向けた支援策について

引き続き模索していく。 

若者向けの入門講座、シニア向けの交流

会を開催した。 

登録団体アンケートを紙媒体だけでな

く、ホームページを活用し実施する。 

他主体との連携については、パートナー

シップミーティング等のイベントの実施

を中心に交流の場を展開した。 
年間 
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4 R5 

 

相 談 支

援 

団体からの専門的な相談が少

ないことから、その原因分析

を行うべき。 

簡単な相談（ボランティア紹介、団体へ

の加入等）については対応してきている。

専門的な相談が少ないという課題につい

ては、要因の究明を進め、相談業務の体

系強化方法について検討を行っていく。 

スキルの高いスタッフを増やすことを目

標に、専門家による外部教育を行った。 

専門的な相談を受け付けるため、相談日

を設定した。 年間 

5 R5 

 

協 働 支

援 

企業とのネットワークについ

て、参加団体の偏りがあるた

め、幅広い分野の団体にメリ

ットや協働事例の周知に努め

るべき。 

現時点ではパフォーマンス団体の発表の

場と位置付けており、年度初めに参加希

望を募り、重複しないに様にしている。 

会場の問題（スペースや発表時間、音量

の規制など）から制限がかかる団体があ

るが、年度で重複しないよう参加団体を

選定した。 
年間 

6 R5 

 

学習・体

験 

夏ボラ体験について従来の手

法、ターゲットにとどまらな

いＰＲをすべき。 

時代ごとのニーズが変化しており、今年

度の状況（高校生の増加等）も踏まえ本

年度後半より、次年度に向けて検討を行

う。 

ＷＥＢ申し込みは好評であるので引き続

き簡略化を含め検討していく。また、「ま

ごころカード」の早期発行を検討する事

とした。 

年間 

7 R5 

 

交流・

コーデ

ィネー

ト 

団体交流事業は、一過性にな

らないよう積極的なコーディ

ネートや実施後フォローアッ

プを行っていくべき。 

登録団体のみの交流会とせず、多様な団

体とのつながりを目的に、参加範囲を拡

大し協働連携を促せる場とする。 

パートナーシップミーティングを活用

し、多様な団体とのつながりと協働促進

を進めた。 年間 

8 R5 

 

情報の

集約・

発信 

市民が必要とする情報を適切

に提供できる周知方法の検討

（研究）に努めるべき。 

また、ホームページについて、

スマートフォン対応や一般市

民へのＵＭＥＣＯのＰＲを含

め、利用者目線での改善を検

討すべき。 

 

今年度「ＵＭＥＣＯだより」の記事を見

直し、より団体の情報を増やした。 

 

主としてスマホでの利用を対象にホーム

ページの改修を行った。（２０２５年４月

１日より公開） 

団体の情報掲示（イベント等を含め）の 

スペースを増やし、団体へは投稿方法等

の説明機会を設けた。 

年間 



9 R5 

 

相 談 支

援 

補助金交付団体への取材記事

を広報するなどして、補助制

度のＰＲを強化すべき。 

補助金に関する講座の開催や市民活動・

協働応援制度補助金のみならず他の補助

金の紹介を引き続き行う。 

視察報告のホームページへの掲載等を 

2025 年度から実施することで検討した。

視察方法（報告内容）の共有化を行った。

市の補助金を含め、資金の獲得方法につ

いての補助金活用講座を開催した。 

年間 

10 R5 

 

学習・体

験 

男女共同参画分野で、行政や

団体との連携を進め、課題発

掘、情報発信に取り組むべき。 

現在も人権・男女共同参画課とは年 2 回

の共同展示等つながりを大切にしている

が、今後もより良いつながりを大切に進

めていく。 

行政との連携は従来通り進め、共同の展

示のみならず、アウェアネスリボン展等

独自の情報発信に努めた。 年間 

11 R5 

 

交流・コ

ー デ ィ

ネート 

国際交流分野の他主体との連

携強化、交流の場の提供など

一歩踏み込んだ支援を行うべ

き。 

外国籍の方々の文化に触れながら交流す

る場や、文化政策課との協働でフェスの

ようなものを開催する。 

文化政策課との協働により、国際交流フ

ェスタを開催し、外国籍のかたと市民の

方々との交流をすすめた。外国籍の方の

相談交流の場（仮称みんなの広場）を試

行的に開催した。 

年間 

12 R5 

 

拠点 

市民活動に対する市民の関心

を高めためのアンケート項目

の精査や回収率向上を図り、

その結果を有効に活用すべ

き。 

ＵＭＥＣＯ事業の振り返りに

ついてもアンケート結果が重

要となるため、それぞれの開

催目的に即した項目を設定

し、回収率を高める工夫をす

べき。 

アンケートは必須とすることは難しく、

お願いというかたちとなるため、事業に

よってはなかなか回収率向上が図れない

が、アンケート用紙を手渡しその場で記

入いただく等の対応を取る。 

 

アンケート結果をふまえ主催者、参加者

のニーズや評価をまとめ、次年度以降に

反映させた。 

来場者へアンケートへの協力を負担にな

らないようお願いをした。 

年間 

13 R5 

 

拠点 

事業実施前のニーズ調査を徹

底するほか、他地域の先進事

例収集等に努めるべき。 

他市の各センターからの情報をもとに、

スタッフを派遣する。 

他の支援センター等の情報誌等からの情

報収集に努めた。 2025

年度 



14 R5 

 

拠点 

各事業の目的に応じた成果の

検証ができるよう、振り返り

を徹底すべき。 

事業結果報告を作成し、年度末に総括を

行う。 

アンケート結果等も参考に、翌年度に向

け各事業の評価を実施中である。 年間 

15 R5 

 

協 働 支

援 

団体のエンパワーメントのた

め、それぞれの課題感を丁寧

に掘り起こし、必要な支援に

つなげていくべき。 

団体向けアンケートを実施、課題把握に

努める。 

アンケートを実施した。 

2025

年度 

16 R5 

 

協 働 支

援 

地域や企業のニーズ把握し、

専門的な見地からの助言や多

様な主体間の協働を促進すべ

き。 

パートナーシップミーティング等により

多様な主体のとの協働・連携を模索する。 

 

近隣の地域（南足柄市、大井町）を巻き

込んだパートナーシップミーティング in

県西を開催し、多様な団体間の交流をす

すめた。 

年間 

17 R5 

 

学習・体

験 

若者へのアプローチも重要で

あるが、団体内で中核を担っ

ている中高年への働きかけを

より強める事業を展開すべ

き。 

若者だけではなく、当然中高年層の取り

込みも重要と認識している。そのための 

入門講座等を開催する。 

若者向けの入門講座、シニア向けの交流

会等を開催し、各世代への市民活動紹介

を行った。 

 
年間 

 


